
公印使用承認 課長 課長補佐 係長 係 起　案

決　裁

 法令等に適合するので確認してよろしいか。

様式第１号（第４条関係）

新設

改築

　　　豊 川 市 長　殿

住　所
　　フリガナ

　　　　　　　　　　　　　　　　　　　 申請者 氏　名

電　話

新設
　　 下記のとおり排水設備等を増設したいので確認してください。

改築

第 号　　　

第 号　　　

第 号　　　

□　処理区域内
□　処理区域外

工事の種類 □汚水設備 □水洗便所改造 □浄化そう撤去
□雨水設備 □除害施設 □その他（　　　　　　　　　）

使 用 者 □　申請者に同じ

住所・氏名

土地所有者承諾欄 □　申請者に同じ

住所・氏名

建物所有者承諾欄 □　申請者に同じ

住所・氏名

工事施工期間 　　○○年　○月　○日　から　　　○○年　○月　○日　まで

使用水の種類 □水道水　　□井戸水　　□水道水・井戸水の併用　　□その他（ﾒｰﾀｰ設置）

汚水の種類 □家庭用汚水　　□事業用汚水（      ㎥/月）　□その他（      ㎥/月）

融資あっせん希望 □　有 　　□　無　　 概算工事費　　　　　　　　　　　　　　　　　000,000 円

使用人数 ○ 人 工事人名

敷地面積 000.00 ㎡

添付書類 □付近案内図　　□見積書　　□平面図　　□縦断面図　　□詳細図

注 １　＊印欄は、記入しないでください。
２　該当する□にレを記入してください。 省略

   水栓番号

設置場所

〕豊川市 ○○町△△００番地０

承
認
決
裁

 排水設備等増設計画確認申請書

　　○○年　○月　○日

愛知県○○市○町○丁目○番地

○○設備株式会社

00000

豊川
トヨカワ

　太郎
タロウ

000　-　000　-　0000

記

＊確認番号

＊下水番号

〔

　　　　　年　　　月　　　日

　　　　　年　　　月　　　日

(法人にあっては、その所在地、名称及び代表者氏名)
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申請種別

新設 新規に接続

増設 既設の排水設備に追加

改築 既設の排水設備を廃止して、改めて設ける

下水番号・水栓番号

下水番号　 増設･改築の申請の場合、記載

水栓番号 既設は記載、新規取り出しは「新設」と記載

井戸のみの住居等は水栓番号はありません。「井戸水」と記載

【添付書類】集合住宅など複数水栓は、「別紙のとおり」と記載した一覧表を作成

設置場所
区画整理地区は、「仮換地番号」を記載

分譲住宅などで分筆前の地番申請は、次のように記載

〔記載例〕 ①や１号棟など区分が判るように補記

○○町△△００番地０の一部　①　

○○土地区画整理事業△△街区００画地の一部　１号棟

【添付書類】建築確認のあるものは、公図　（区画整理地区は仮換地図）

工事の種類

該当する工事にチェックを入れる

水洗便所改造 くみ取りトイレから下水へ接続切り替え工事

浄化そう撤去 浄化槽を廃止して下水へ接続切り替え工事

除 害 施 設 阻集器等を設置する工事

【添付書類】構造図・容量算定計算書の添付が必要

※阻集器は、一部を除いて除害施設ではありませんが、申請上では同じ扱いにしています。

使用者･土地建物所有者
申請者と同一の場合「　□　申請者に同じ　」とし、記載省略

申請者と異なる場合、住所・氏名を記載

該当が複数人の場合、「別紙のとおり」と記載し、一覧を作成添付

グリス阻集器

　(ｸﾞﾘｰｽ･ﾄﾗｯﾌﾟ)

オイル阻集器

プラスタ阻集器

瓶詰め機械用阻集器

土砂阻集器

再築：下水接続していた建物の建て直し

汲み取り・浄化槽からの切り替え、新築

(ｵｲﾙﾄﾗｯﾌﾟ)

毛髪阻集器

(ﾍｱｰｷｬｯﾁｬｰ)

洗濯場阻集器

(ﾗﾝﾄﾞﾘｰﾄﾗｯﾌﾟ)

厨房設備排水中の油脂を冷却凝固させ分離

飲食店・ホテル旅館・社員食堂・老人ホーム・食品製造加工業

*店内で調理を行うｺﾝﾋﾞﾆは設置が必要

瓶詰め工程における硝子くずなどを回収

土木・建築の現場などで土砂を沈降分離

油を浮上分離し排水中への流出を防止する

自動車修理工場・ｶﾞｿﾘﾝｽﾀﾝﾄﾞ

毛髪・化粧品の油脂の流出を防止。洗髪台など器具付きもある

美容院・理髪店・銭湯・プール

繊維くずやボタンやを分離回収する

クリーニング工場・ｺｲﾝﾗﾝﾄﾞﾘｰ

石膏・貴金属詰め物などの固形物を回収

歯科医院

設備(ﾄｲﾚ､洗面)の追加、増築
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工事施工期間

排水設備の施工に要する予定期間を記載

〔注意〕建築確認の工事着工完了予定日ではなく排水設備工事の工期を記載

確認書受領までは着工できないので、開始日については考慮して記載すること

使用水・汚水の種類

該当する項目にチェックを入れる

【使用水の種類】

水道水 水道水を使用する場合

井戸水　※ 井戸水を使用する場合

水道水・井戸水の併用 ※ 水道水と井戸水を使用している場合

【添付書類】使用水用途申請書

※使用料賦課の方法を２つから選択し「その他」の(　　)内に記載

認　　定 使用人数で算定

　　　 一般家庭のみで使用量は6㎥/人の固定で算定

「使用人数」に使用人員を明記すること

ﾒｰﾀｰ設置 自己負担で設置したﾒｰﾀｰ指針で算定

併用：水道使用量 + 井戸水使用量(ﾒｰﾀｰ) =下水使用量

↓
排水設備設計図にメーター位置を図示すること

！井戸水を使用していなくても、ﾒｰﾀｰを設置する例もあります

下水に排水しない分を除外　（散水・室外機冷却）

水道使用量－下水に排水しない量(上水道の減ﾒｰﾀｰ) =下水使用量

下水排水分のみ計量　（下水一部接続など）

下水に排水する部分だけ計量(上水道の子ﾒｰﾀｰ) =下水使用量

下水排水分を直接計量　（下水一部接続・井戸水など不問）

下水に排水する量(排水ﾒｰﾀｰ) =下水使用量

（排水ﾒｰﾀｰは、接続ますの直近上流ますに設置することが一般的）

【使用水の種類】

家庭用汚水　　 一般家庭の排水

事業用汚水 製造所・飲食店店舗等　（判る範囲で排出予定水量を記載）

そ　の　他 上記以外の施設等

融資あっせん希望

無しの場合、添付書類の見積書は省略

融資あっせんを希望する場合は、次のとおり　【添付書類】見積書

融資あっせんを受けられる条件を満たしているか確認

汲み取り・浄化槽からの切り替え（新築は対象外）

減量ﾒｰﾀｰ

部分ﾒｰﾀｰ

排水ﾒｰﾀｰ

50㎥/日（15,000㎥/月）以上、法令で定めた業種は別途下水整備課維持係への届出手続きが
必要



【添付書類】

縮尺1/100で製図、汚水:赤線・雨水:青線

一覧表

仮換地図

阻集器容量計算書・構造図

戸外流しの「承認願」

使用水の用途申請書

工事費見積書

浄化槽廃止届（提出しない場合直接県窓口へ出す）浄化槽 浄化槽廃止

水栓番号 集合住宅等複数

戸外立水栓 露天・ガーデンパン

飲食店･理美容院等除害施設

使用水の種類 水道水・井戸水併用

融資あっせん 希望する場合

添 付 書 類条 件

区画整理地内設置場所

排水設備設計図 全件

項 目


